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第１０回議会報告会議事録（要約） 

と き 平成 28 年 5 月 14 日（土） 14 時から 16 時

ところ 社福祉センター レクリエーション室

テーマ 平成 28 年度予算。加東市の子育て、教育について

参加者数 16 人

参加議員（16 名） 全議員

書 記 井上、山本

特記事項 子育て世代の参加が見られた

第一部

議員

A 

議員

議員

A 

平成２８年度予算について

・平成２８年度予算概要説明。

・加東市で先般、介護殺人事件があったが相談件数が３４回もあ

ったのに、市としての対応がまずかったのではないか。議会と

して追及はしないのか。

・この件に関して、市は相談に対して、しっかりと対応している。

新聞報道では誤解を招くような記事だったのではないかと思っ

ている。尚、警察も調査に入っていることから、議会対応では

ないと捉えている。

・補足になるが、本人からの相談は２回だけである。後は、そこ

に入っているケアマネやヘルパーに対しての相談を含めて３４

回で、報道により誤解を招いているが、市はしっかりと対応し

ている、と聞いている。                 

・工事現場で倒れた患者を加東市民病院に運んだが状況により、

高度医療の北播磨総合医療センターに紹介状は書いてもらえる

【概況】

 今回の報告会の目的には今迄の方

向に、子育て世代の保護者の参加を

含め、未来ある意見交換が出来れば

と計画したものである。若干の保護

者の参加があり、先ずの目的は達し

たのではないかと感じている。

 今後、あるべき姿の課題であると

思う。 

報告会の様子

※ｱﾙﾌｧﾍﾞｯﾄは参加者です
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のか。

・状況を想像で判断することは議会としては出来ないが、他の病

院への必要性があれば当然、加東市民病院も紹介状は書く事は

出来る。

・小元団地は警戒区域に入っているが現在立て替えているが大丈

夫か。

・小元団地については危険区域の事も考え、現在法面は安全な傾

斜を加え対処した工事がなされているから問題はない。

・小学校のトイレの工事が計上されているが、和式が無くなり洋

式ばかりになっている。スペースが広く、予算をかけ過ぎでは

ないか。

・障がい者用トイレを含んだ予算である。

・子供たちが安心して利用できるトイレを造っているのに問題は

ないと思っている。

・東条中学校の状況は小元団地の状況より安全と思うがどうか。

・見た目はそうかも解らないが警戒区域として指定されているの

で当然専門家の調査が必要。

・加東市は財政が北播磨で突出して良いと報じられているが、介

護保険料と国民健康保険税が高い。認定者の数は少ない事から、

高くなっている理由とは相反するのではないか。

・介護保険料にしても国民健康保険税にしても高いかもわからな

いが、これは前年度の実績により今年度に反映していることと、

人数だけではなくて病院を利用されている方、施設利用の中身

により違うので認定者の人数だけでは判断できない。この事で

他市との比較はできない。理解いただきたい。

・財政が突出している事で、会計上、一般会計から介護保険料や

国民健康保険税に繰り入れすることは会計上できない。

・病院事業の収支がマイナス８億となっているが赤字補填と貸し

付けで対応しているとあるが、貸し付けとなると返済しなくて

はいけないと思うが。

・正規に認められている医業外補助金が３億余り、２億円の特別

利益はルール外の赤字補填として埋めている。今回は初めて貸

し付けとして３億円を上げている。１年間の帳尻を合わすため

に貸し付けとして挙げているが、今後の動向を見極めていくし

かない。流れにより貸し付けるかどうかは分からない部分もあ

る。病院に頑張ってもらうしかない。
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・病院側では一時借り入れは年度内に返済しなくてはいけない。

 夕張市はその繰り返しで立ち行かなくなったことがある。

 加東市の場合は合併特例債が無くなればどうなるのか。

・加東市も今までは病院も一時借り入れを繰り返していたが、今

年からは市より貸し付けにしている。貸し付けをしないと病院

としては運営できなくなることから予算で貸付金として計上し

ている。この件については議会でも議論し、討論でも運営上の

指摘として反対討論もあり、市民の基幹病院として残していく

事が必要とする賛成討論もあった上での結果である。

 加東市の子育て・教育について

・加東市の子育て・教育・人口の推移について。

・加東市の教育で“こども白書”を参考にしていないのはなぜか。

・教育委員会も研究会も総務文教常任委員会も色んな議論を深め、

視察もし、それぞれの分野、立場で議論してきたプロセスの結

果なので、加東市のより良い教育のあり方であると思っている。

・ＰＴＡの役員を務めていた時に、小中一貫校の話が急浮上して

きた。それまでは色々勉強してきたがその後、子供が高校にな

ったので全く勉強はしてない。

 このような機会を捉えて保育園の保護者や今からの世代を生き

ていく若い方の参加を多く望む。

 住みよいまち・加東となっているので出来るだけ若者の住みや

すい環境づくりをしてほしい。

・今回は出来るだけ若い方の参加をとの思いで、この時間帯にし

た。これを機会に今後の開催手法を考えたいと思う。

・子供が３人いる。保育園と小学校に行っている。

 小中一貫校のことだが子供には対応力が凄くある。いかなる環

境にも対応できるのが子どもたちだと考えている。賛否両論あ

ると思うが個人的には良いことだと思っている。

 もう一点は、地域との関りを大切にしてほしい。学校で教わる

ことのない事は、地域の人に色々と関わることで覚えていく事

がある。地域のコミュニケーションは大事にし、子どもたちに

良い環境づくりをしてほしい。今後もっと多くの参加がほしい。

・貴重な意見として生かしていきたい。

・子育て等で他市にはあるが当市にはない、この様なことはでき
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ないのかといった意見があれば聞かせてほしい。

・市民病院の体質改善として先生を増やせという意見があるが、

一度、市民の皆さんに市民病院に対する具体的な意識調査を是

非やってもらいたい。

・最近、小・中学校でもＩＣＴの有効活用がなされている。議会

としても、ＩＣＴの導入により情報提供、情報交換をする為に

も有効な手段と考え導入すべきではないか。

・前にも委員会として意識調査をしてはと申し入れをしているが、

この意見を再度、市と病院に対して報告しておく。

・ＩＣＴの導入については先般、議会運営委員会の方で導入する

ことに決定している。現在、ＩＣＴ推進研究部会を３人の委員

をもって、立ち上げ先進地視察もし、研究している。理事者と

の調整、セキュリティの問題等も考え、今は前進の方向で取り

組んでいる。

・先ほどの意識調査ですが郵送の方が効果的だと考える。

・小野市が医療費を高校３年生迄無料となっているが、勿論、負

担は税からということになるのだけれど、加東市もすることに

ついてどう思うか。

・本当に１８歳まで必要かなという思いはあるけれども、子育て

中の親にとっては無料にすると喜ばれると思う。我が家は高校

２年生で、今にでも条例を可決して欲しいのが率直な意見だ。

・加東市では助成金のこども医療手当に所得制限があるので出来

れば所得制限を無しにしてほしい。

・保育所と介護の一体化について議論になっているか。

・加東市では行政としても議会としても出てないが、意見として

今後の調査の対象として行ければと思う。

・教育委員会も“かとう学”を勉強できる時間があるのかどうか

・トイレを洋式にしているが体力向上のために、和式も必要では

ないか。

・洋式化は進んでいるが今年からは洋式化の進捗率８０％を６

０％に下げている。

・社高校の前が渋滞しやすいが改善の要望をしてほしい。

・県道でもあるので返答は出来ないが、意見があったことについ

ては市に報告しておく。

・認定こども園建設の際は右折レーンを建設するとの事。

・トイレについて今は洋式で大小兼用している。
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